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日本人のコミュニケーション不安と
プロソディ指導の効果
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●想定パートナー
各自治体の教育委員会

●応用分野
小、中、高の英語教員の研修

●研究内容
　英語教育の現場ではスピーキングカ、特に英語でやり取りする力の向上が求められている。英語の授業の多くはコミュニケーション
の場となっているが、日本人が他のアジア人よりもコミュニケーション不安が高く、シャイネスのレベルが高いことはあまり知られていな
い。英語学習者のスピーキングカ向上を阻害する情意要因の一つである「不安」を、音響分析という客観的な手法で分析し、その研
究結果をプロソディ指導に生かすことを目的に実証研究を進めている。
　これまでの研究結果から、「不安」の高い学生は、英語で発表する際に、話し方が単調で、リズムやイントネーション等のプロソディの
面で習熟度が低いことが見受けられる。よって、レシテーションやドラマ形式のプレゼンテーションの機会を増やし、話す速度も含むプロ
ソディ指導の効果を検証することに取り組んでいる。発話の明瞭性を高めるのは個々の発音よりも、むしろプロソディであるという先行
研究も踏まえ、語アクセントや文アクセントに基づく英語のリズムを習得することが、発話の理解度を増し、不安を低減させ、スピーキン
グ力向上に不可欠であることを示す。
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●取組実績
【企業、行政等との連携実績】
兵庫県高校生英語スピーチコンテスト但馬地区予選審査委貝長および講演
ひょうご学力向上サポート事業英語合同授業研究授業指導助言
高円宮杯英語弁論大会鳥取予選副審査委員長
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